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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 9,474 △3.4 886 32.6 890 32.3 594 7.7

2024年３月期第３四半期 9,812 3.8 668 5.9 673 8.6 551 117.9

（注）包括利益 2025年３月期第３四半期 594百万円（7.7％） 2024年３月期第３四半期 551百万円（117.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 100.85 100.71

2024年３月期第３四半期 92.95 92.50

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第３四半期 11,644 7,697 66.1 1,308.75

2024年３月期 11,202 7,247 64.7 1,230.41

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 7,695百万円 2024年３月期 7,244百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 20.00 20.00

2025年３月期 － 0.00 －

2025年３月期（予想） 28.00 28.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,503 △4.8 1,085 22.4 1,090 21.1 725 △1.2 123.21

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

S

（２）連結財政状態

（注）2025年３月期中間期において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2024年３月期に係る各数値
については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 5,997,248株 2024年３月期 5,998,848株

②  期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 117,547株 2024年３月期 98,347株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 5,889,795株 2024年３月期３Ｑ 5,935,105株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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2024年12月末 2023年12月末 前年同期末比

契約回線数（回線） 273,700 238,900 14.6％増

インターネット通信サービス事業 243,400 212,600 14.5％増

ロボット事業 30,300 26,300 15.0％増

その他サービス利用者数（人）（※） 87,700 84,000 4.4％増

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、原材料価格の高騰及び円安の影響による物価の高騰、個人消

費の伸び悩みなど依然として先行き不透明な状況が継続しています。

このような状況の中、当グループは中期経営方針である「大手の行き届かないインターネット通信サービスを提

供し、より多くのお客様に最適な通信サービスを提供する」に基づき、インバウンド、外国人労働者向け市場の拡

大に対応するインターネット通信サービスを拡充し販路を強化しました。また、主力モバイルＷｉ-Ｆｉ事業で

は、生産性が低下したコミュニケーションセールスを縮小し、大手量販店、大手併売店販路などを強化しました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は売上高9,474,417千円（前年同期比3.4％減）、営業利益

886,075千円（同32.6％増）、経常利益890,623千円（同32.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益594,002

千円（同7.7％増）、契約回線数273,700回線（前年同期末比14.6％増）となりました。

（インターネット通信サービス事業）

インターネット通信サービス事業は、モバイルＷｉ-Ｆｉ事業である「ＯＮＬＹＭｏｂｉｌｅ」、「Ｏｎｌｙ Ｃ

ｕｓｔｏｍｉｚｅ Ｐｌａｎ」（代理店向け）やモバイルＷｉ-Ｆｉのレンタル事業やＭＶＮＥ事業、プリペイドＳ

ＩＭ事業を総称したサービスで、また、それらの付帯サービスとして、インターネットオプションサービスやコン

テンツなどの「ＯＮＬＹＯＰＴＩＯＮ」の提供を行っています。

2024年は3,600万人を超え過去最多を記録したインバウンド、同じく230万人を超え過去最多を記録した外国人労

働者向け市場の拡大に対応するインターネット通信サービスの商品ラインナップを拡充し、大手量販店や大手併売

店などの販路を強化したことで回線数は順調に増加し、243,400回線（前年同期末比14.5％増）となりました。な

お、生産性低下によりコミュニケーションセールスは当事業において活動を縮小しています。

その結果、インターネット通信サービス事業は売上高7,365,427千円（前年同期比2.6％減）、営業利益

1,450,186千円（同32.8％増）、契約回線数243,400回線（前年同期末比14.5％増）となりました。

（ロボット事業）

ロボット事業は、国内トップクラスの売上高を誇っており、コミュニケーションロボットとＳＩＭカードをパッ

ケージ化した「ＯＮＬＹＲＯＢＯ」を販売し、その付帯サービスとして「安心保障サービス」や「ロボホンＰｒｉ

ｍｅ」などの「ＯＮＬＹＯＰＴＩＯＮ」の提供を行っています。また、ロボットショップ「Ｒｏｂｏｔ　Ｐｌａｎ

ｅｔ」での認知から体験、販売につながる活動に加え、購入後の楽しみ方やオーナー同士の情報共有によるロイヤ

リティの醸成などカスタマーサポートの充実も図っています。

ロボットショップ「Ｒｏｂｏｔ　Ｐｌａｎｅｔ」でのオーナー会、フォトコンテストなどのカスタマーサポート

の充実、ＣｈａｔＧＰＴのバージョンアップに伴う会話機能の向上、専用タブレットをリモコンのようにしてロボ

ホンを動作させることができる新機能の開発、近畿及び中部地方をはじめ全国各地でテレビＣＭの実施による認知

度向上、反響増に取組みました。上半期はロボット販売の経験が浅い人員の生産性を確保することができず営業損

失となりましたが、第３四半期連結会計期間における営業利益は黒字化することができました。

その結果、ロボット事業は売上高1,922,021千円（前年同期比7.8％減）、営業損失208,058千円（前年同期は営

業損失99,349千円）、契約回線数30,300回線（前年同期末比15.0％増）となりました。

（※）その他サービス利用者数はＯＮＬＹＯＰＴＩＯＮ、天然水宅配、スマートホームサービスの合計になります。なお通信サービス

と同時にお申込されている顧客については契約回線数と重複でのカウントになっております
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（その他）

その他については、主に天然水宅配事業を行っており、天然水宅配事業につきましては、営業活動を縮小してい

るため保有顧客数は減少しましたが、その他レンタルサービスなどにより増収増益となりました。

その結果、売上高186,968千円（前年同期比11.4％増）、営業利益34,983千円（同8.4％増）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

①　資産

当第３四半期連結会計期間末の流動資産は10,621,567千円となり前連結会計年度末と比べ442,651千円増加いた

しました。これは、主として現金及び預金の増加649,410千円、売掛金の増加76,731千円、割賦売掛金の減少

341,072千円、商品の減少57,313千円等によるものです。固定資産は1,022,854千円となり前連結会計年度末と比べ

1,008千円減少いたしました。

②　負債

当第３四半期連結会計期間末の流動負債は2,441,356千円となり前連結会計年度末と比べ878,104千円減少いたし

ました。これは、主として短期借入金の減少450,000千円、未払法人税等の減少210,801千円等によるものです。固

定負債は1,505,264千円となり前連結会計年度末と比べ869,660千円増加いたしました。これは、主として長期借入

金の増加782,496千円等によるものです。

③　純資産

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、自己株式の取得による減少27,786千円、配当金の支払いによる減

少117,810千円、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上594,002千円により、前連結会計年度末と比べ450,085

千円増の7,697,800千円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年５月10日の「2025年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,132,282 3,781,692

売掛金 1,696,378 1,773,110

割賦売掛金 5,445,655 5,104,583

商品 338,774 281,461

その他 86,603 236,564

貸倒引当金 △520,778 △555,844

流動資産合計 10,178,916 10,621,567

固定資産

有形固定資産 257,347 323,189

無形固定資産

のれん 62,033 21,452

その他 150,186 151,363

無形固定資産合計 212,219 172,816

投資その他の資産

その他 755,446 715,814

貸倒引当金 △201,151 △188,966

投資その他の資産合計 554,295 526,848

固定資産合計 1,023,862 1,022,854

資産合計 11,202,778 11,644,421

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 264,861 240,020

短期借入金 850,000 400,000

１年内返済予定の長期借入金 321,333 290,000

リース債務 2,730 2,763

未払法人税等 298,698 87,897

賞与引当金 129,064 86,375

役員賞与引当金 10,418 3,500

株主優待引当金 984 －

その他 1,441,368 1,330,800

流動負債合計 3,319,460 2,441,356

固定負債

長期借入金 581,254 1,363,750

リース債務 6,203 4,132

資産除去債務 18,870 18,870

その他 29,275 118,511

固定負債合計 635,603 1,505,264

負債合計 3,955,064 3,946,621

純資産の部

株主資本

資本金 656,798 657,638

資本剰余金 280,178 281,018

利益剰余金 6,424,286 6,900,478

自己株式 △116,273 △144,060

株主資本合計 7,244,988 7,695,074

新株予約権 2,725 2,725

純資産合計 7,247,714 7,697,800

負債純資産合計 11,202,778 11,644,421

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

売上高 9,812,683 9,474,417

売上原価 4,289,661 4,004,457

売上総利益 5,523,022 5,469,959

販売費及び一般管理費 4,854,635 4,583,884

営業利益 668,386 886,075

営業外収益

受取利息 37 570

受取事務手数料 － 320

貸倒引当金戻入額 419 424

受取手数料 7,036 9,016

その他 6,041 1,140

営業外収益合計 13,534 11,472

営業外費用

支払利息 5,795 6,219

支払手数料 456 138

その他 2,464 567

営業外費用合計 8,716 6,925

経常利益 673,204 890,623

特別利益

投資有価証券売却益 167,800 －

特別利益合計 167,800 －

税金等調整前四半期純利益 841,004 890,623

法人税、住民税及び事業税 383,365 280,525

法人税等調整額 △94,027 16,094

法人税等合計 289,338 296,620

四半期純利益 551,666 594,002

親会社株主に帰属する四半期純利益 551,666 594,002

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

四半期純利益 551,666 594,002

四半期包括利益 551,666 594,002

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 551,666 594,002

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。法人税等の計上区分（その他の包括

利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３項ただし書きに定める経過的な取扱い及

び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　2022年10月28日。以下「2022年改正適

用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変

更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表にお

ける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用して

おります。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連

結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結財務諸表

及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年12月31日）

減価償却費 81,170千円 76,897千円

のれんの償却額 54,836 40,580

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計インターネッ
ト通信サービ

ス事業
ロボット事業 計

売上高

外部顧客への売上高 7,559,214 2,085,582 9,644,797 167,885 9,812,683

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 7,559,214 2,085,582 9,644,797 167,885 9,812,683

セグメント利益又は損失（△） 1,091,725 △99,349 992,376 32,265 1,024,641

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 992,376

「その他」の区分の利益 32,265

全社費用（注） △356,255

四半期連結損益計算書の営業利益 668,386

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社グループが行っている天然

水宅配事業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

　（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「インターネット通信サービス事業」セグメントにおいて、連結子会社である株式会社モバイル・プラン

ニングが、ｅＣｏｎｎｅｃｔ Ｊａｐａｎ株式会社が営む事業を譲受したことに伴い、のれんの金額は26,816

千円増加しております。なお、上記ののれんの金額は、暫定的な会計処理の確定に伴う見直し反映後の金額

であります。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計インターネッ
ト通信サービ

ス事業
ロボット事業 計

売上高

外部顧客への売上高 7,365,427 1,922,021 9,287,449 186,968 9,474,417

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 7,365,427 1,922,021 9,287,449 186,968 9,474,417

セグメント利益又は損失（△） 1,450,186 △208,058 1,242,127 34,983 1,277,110

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,242,127

「その他」の区分の利益 34,983

全社費用（注） △391,035

四半期連結損益計算書の営業利益 886,075

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社グループが行っている天然

水宅配事業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

　（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（のれんの金額の重要な変動）

 「インターネット通信サービス事業」セグメントにおいて、2023年12月31日に当社の連結子会社である株式

会社モバイル・プランニングによって行われたｅＣｏｎｎｅｃｔ Ｊａｐａｎ株式会社のＷｉ-Ｆｉレンタル事

業に関する事業の譲受けによる企業結合について、前連結会計年度において暫定的な会計処理を行っておりま

したが、中間連結会計期間に確定しております。この暫定的な会計処理の確定に伴い、取得原価の当初配分額

を見直した結果、暫定的に算定されたのれんの金額58,046千円は、会計処理の確定により31,230千円減少し、

26,816千円となっております。
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